
平成２６年度総会

米粉まつり２０１４～和食における米粉の利用～

総会

平成２６年度近畿米粉食品普及推進協議会総会

が８月２４日（日）京都府立大学（京都市左京区）

で開催され、提出議案はすべて原案通り承認され

ました。

シンポジウム

大学会館２階では、約１５０名の参加でシン

ポジウムが開かれ、（公）米穀安定供給確保支

援機構 絹川部長、京都府立大学 東教授、近畿

農政局 志田次長の挨拶のあと、坂本会長から、

「和食と米粉」と題して基調講演がありました。

続いて、事例報告があり、東洋商会 高木社

長による「Shop Madreの取組」、京都府農林水
産部農産課 五十嵐主事による「米粉プロジェ

クト KYOTO の取組」そして粉源 岡野代表に

よる「地元のお米でおいしい米粉パンを簡単に作る方法」の報告がありました。

最後に近畿農政局 坂路生産部長による「米粉の現状と国の取組」について、講演が

ありました。講演の中で米粉パンの試食も行われました。



米粉料理教室

坂本佳奈米粉食品技術アドバイザーを講師に

米粉を使った「小芋と人参のとろとろ雑炊」「鯛のと

ろとろ雑炊」「舞茸とナスの味噌炒め物」「揚げ長

芋」「麩の唐揚げ」「鶏胸肉の治部煮風」「生八つ

橋」「鶏卵のお吸い物」の実習が行われました。

参加者からは、「米粉の使い方がよくわかった」

「是非、家庭でも実践したい」などの意見が寄せら

れました。

展示・試食・販売

米粉製品の展示、試食、販売については１２の

企業、団体からの出展がありました。

米粉クレープの実演・販売もありました。


